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【問合せ】政策推進課政策推進グループ　☎㉒ 2751

　国や道、町の仕事のことなど、暮らしの中で困っていることはありませんか。
　苦情や意見、要望を無料で秘密を厳守してお聞きします。お気軽にご相談ください。
日 時　10月８日㈬　10時～12時　　　　　　　　場　　所　保健センター事務室
参 加 員　総務省安平町行政相談委員　添谷 信隆 　　問 合 せ　☎ ㉒ 4166

一定面積以上の土地取引には届け出が必要です
　土地の売買、賃借、交換、営業譲渡など、一定面積以上の土地取引に係る契約をした場合には、
国土利用計画法の規定により、その土地が所在する市町村に届け出が必要です。
【対象となる面積】
　・市街化区域　2,000㎡以上　　　　  ・市街化区域以外の都市計画区域内　5,000㎡以上
　・都市計画区域外　10,000㎡以上
届 出 者　土地の権利取得者（買主など）
届出期限　契約締結日から２週間以内
　　　　　　 ※提出期限を過ぎた場合でも、届出書の提出にご協力をお願いします。
提出書類　以下の書類を各１部、電子メールまたは持参、郵送にて提出してください。
　　　　　　・土地売買等届出書　　　・土地売買等契約書の写し
　　　　　　・土地およびその付近の状況を明らかにした１／5,000以上の図面
　　　　　　・土地の形状を明らかにした図面
提出先・問合せ　建設課施設グループ　☎ ㉒ 2516　メール　toshikeikaku@town.abira.lg.jp

行政相談所を開設します（無料、秘密厳守、予約不要）

　冬眠に向けてヒグマがエサを求めて秋の野山などを活発に移動しています。野山などの「ヒグマ
の生活圏」に出かける時は十分に注意しましょう。
ヒグマと遭遇しないために
　・ヒグマの出没情報に注意しましょう。　　　　　　　・野山に入る時は複数で行動しましょう。
　・鈴やラジオなど音のするものを携行しましょう。　　・早朝や夕方の入山は控えましょう。
　・ヒグマの足跡や糞を見つけたら引き返しましょう。　・生ゴミは持ち帰りましょう。
※ヒグマの姿や足跡などを見た際は、役場またはお近くの駐在所へご連絡ください。
連絡先　早来駐在所　☎ ㉒ 2030　追分駐在所　☎ ㉕ 2003　安平駐在所　☎ ㉓ 2339
　　　　遠浅駐在所　☎ ㉒ 2211　安平町役場（代表）　☎ ㉒ 2511

ヒグマに注意しましょう
令和７年 秋のヒグマ注意特別期間　８月22日～10月31日㈮

住宅や土地の情報を募集しています！住宅や土地の情報を募集しています！
　町では、移住定住促進のため、中古住宅、賃貸住宅、住宅用地の情報を募集しています。
　ご提供いただいた物件情報は、移住特設サイト（空き家・空き地情報サイト）に掲載し、
問い合わせがあった際にご連絡します。

移住特設
サイト
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安平町デジタル・トランスフォーメーション（DX）
推進計画【第2.0版】（案）に関する意見募集

（パブリック・コメント）について
　安平町デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画（案）について、パブリック・コメ
ントを実施しますので、お気付きの点やご意見をお寄せください。

意見募集の対象、公開する資料
　安平町デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画【第2.0版】（案）
資料の閲覧方法など
　　①�総務課情報グループ（総合庁舎）、住民サービス課住民サービスグループ（総合支所）で閲覧

できます。
　　②町ホームページに掲載しています。
　　　※町ホームページをご覧になれない方は、郵送も可能ですのでお問い合わせください。
意見の提出方法および場所
　以下の①～④のいずれかの方法により提出してください。
　　①持参の場合　　下記へ提出願います。
　　　　　　　　　　　・総務課情報グループ（総合庁舎）
　　　　　　　　　　　・住民サービス課住民サービスグループ（総合支所）
　　②郵送の場合　　総務課情報グループへ郵送してください。
　　　　　　　　　　　〒059-1595　安平町早来大町95番地　安平町役場　総務課情報グループ
　　③FAXの場合　　総務課情報グループへ送信してください。　℻ ㉒ 2026
　　④メールの場合　添付もしくはメール本文などにより総務課情報グループへ送信してください。
　　　　　　　　　　　メールアドレス　jkanri＠town.abira.lg.jp
意見募集期間
　９月19日～10月14日㈫
　　①持参の場合　　　　　月曜日～金曜日（土日、祝日を除く）　８時30分～17時15分
　　②郵送の場合　　　　　10月14日㈫の消印まで有効
　　③FAX、メールの場合　24時間受け付け（土日含む。ただし募集の締切日は17時15分まで）
意見対象者
　安平町町民参画推進条例第２条に規定する「町民」を対象とします。
　　①町内に居住または通勤、通学している方
　　②町内において事業を行い、または活動を行う個人または法人その他団体
意見集約による公表および応答
　意見集約後、寄せられた意見と町の考え方などについては、町ホームページおよび総務課情報グ
ループ、住民サービス課住民サービスグループにおいて公表します（広報紙での公表は、紙面の都
合上、要約などにより掲載となる場合があります）。
その他
　・�意見記入票については、詳しく内容をお聞きする場合や町で協議した結果などをお知らせする

ときのため、住所、名前、連絡先を必ず記載してください。
　・募集対象案件と直接関係のないご意見などについては、取り扱わない場合があります。

問合せ　総務課情報グループ　☎ ㉒ 2511
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法務局からのお知らせ（自筆証書遺言書保管制度）
　ご自身で書く大切な遺言書を「ちゃんと家族に伝わるだろうか」「無くしたり、勝手に書き換え
られたらどうしよう」と不安を感じたことはありませんか。
　自筆証書遺言書保管制度を利用すれば、あなたの遺言書が法務局に、画像データとして大切に
保管されます。
　また、遺言書の紛失や改ざん、隠されてしまうといった心配がなく、希望者には遺言者が死亡
したときに遺言者が指定した方へ遺言書が保管されている旨を通知するため、安心して遺言書を
託すことができます。
　大切な財産やあなたの意思を確実にご家族などへ託すためにも、ぜひ利用をご検討ください。
※保管手続きには予約が必要です。予約方法や手続きについての詳細は、法務局のホームページ
　をご覧いただくか、お近くの法務局へお問い合わせください。　　

問合せ　札幌法務局苫小牧支局総務課　☎ 0144 ㉞ 7151

会計年度任用職員（移住交流コーディネーター）
を募集します

　政策推進課では「移住者の受け入れサポート」「移住後のアフターフォロー」「地域交流に関する
業務」などを行う移住交流コーディネーターの募集を行います。下記をご確認いただき、ご応募く
ださい。
勤 務 地　総合庁舎など（業務内容により勤務地を変更する場合があります）
給 与　月額239,900円（週５日勤務）または月額191,920円（週４日勤務）
手 当 など　・通勤距離に応じて通勤手当を支給
　　　　　・期末手当、勤勉手当は町の規定による
　　　　　・社会保険等加入（共済組合［医療保険］、厚生年金、雇用保険）
　　　　　・休暇制度　 �勤務日数に応じ対象となる方のみ法令等に基づき年次有給休暇と特別休

暇を付与
　　　　　　 ※安平町集落支援員設置要綱に基づく
募集人員　１名
雇用期間　11月４日㈫～令和８年３月31日㈫（翌年度以降への更新あり）
勤務形態　月曜日～金曜日（週４日～５日勤務）　８時30分～17時15分
　　　　　　 ※勤務日数の相談可
資格など　・心身ともに健康な方　　・普通免許を有する方
　　　　　・パソコン（ワード、エクセルなど）の基本的な操作が可能な方
応募期限　10月17日㈮
応募方法　・�履歴書に３か月以内に撮影した写真を貼付し、必要事項を記入のうえ応募先に持参も

しくは郵送で提出してください。
　　　　　・資格などの証明書は、写しを履歴書に添えて提出してください。
選考方法　書類選考および面接により決定（面接日は別途通知）
応募先・問合せ　政策推進課政策推進グループ　☎ ㉒ 2751
　　　　　　　　　〒059-1595　安平町早来大町95番地
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令和７年度「高齢者芸能発表会」
出演者募集と当日のお知らせ

■高齢者芸能発表会に参加しませんか
　対 象　町内在住の60歳以上の方
　申込方法　・老人クラブまたは文化団体所属の方は、各所属団体に申し込み
　　　　　　・上記以外の方は、下記項目を書面に記入の上、安平町社会福祉協議会に申し込み
　　　　　　　【項目】�出演者氏名、住所、電話番号、演目内容（カラオケ、舞踊など）、曲名（カ

ラオケの場合は歌手名も記入）、音源の有無と種類（テープまたはカラオ
ケ機器音源）

　　　　　　　　　　※出演者氏名と題名に必ずフリガナをつけてください。
　申込期限　10月10日㈮

■令和７年度「高齢者芸能発表会」について
　開催日時　10月30日㈭　10時　　　　場 所　追分公民館
　　※�町内15か所に停留する無料送迎バスを運行します。ご希望の方は安平町社会福祉協議会に

乗り場と時間をご確認の上、お申し込みください。

申込先・問合せ　安平町社会福祉協議会　☎ ㉒ 3061（本所）　☎ ㉕ 2263（追分支所）

令和7年度「地域ネットワーク会議」
開催のお知らせ

　援護のネットワークづくりを目的とした地域ネットワーク会議を開催します。
　当日は、町における高齢化の現状と課題を共有し、交流しながら「つながりの意義」や「住民が
主体となって楽しく継続できる健康づくり活動の実践方法」について学ぶことで、今後必要とされ
る地域活動について、参加者の皆さんと一緒に考えます。
　※全日参加の方には昼食を用意します。
　※会場までの送迎バスを用意していますので、ご希望の方は申し込みの際にお伝えください。
日時　10月10日㈮　９時45分～14時20分（受付開始　９時）
場所　追分公民館
内容　【午前の部】９時45分～
　　　　①「安平町を取り巻く現状と課題について」の説明
　　　　②講演「これからの時代の地域と健康」
　　　　　福井大学医学部地域プライマリケア講座教授　まちづくり系医師・医学博士
　　　　　  井階 友貴 氏
　　　　③実践報告
　　　【午後の部】13時10分～
　　　　①パネルディスカッション
　　　　　「自分も地域もまちも元気で持続可能なまちづくりのために～私たちに出来る事は～」
　　　　②お知らせ
主催　安平町社会福祉協議会

申込先・問合せ　安平町社会福祉協議会　☎ ㉒ 3061（本所）　☎ ㉕ 2263（追分支所）
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　大地震や洪水などの大災害が発生したとき、お住まいの住家に倒壊や浸水の危険がなければ、
避難所ではなく、自宅で生活を送る方法もあります。これを「在宅避難」と言い、住み慣れた住
宅で過ごすため、避難所での生活に比べてストレスが軽くなることが期待されます。在宅避難す
るためには、日頃から食料品や生活用品などを備えておく必要があり、いざというときに安心し
て対応することができます。

■在宅避難のポイント
　①自宅の耐震化、家具の固定
　�　平成７年に発生した「阪神・淡路大震災」では、犠牲者の死因の８割が、

建物の倒壊、家具の転倒などによる圧死でした。災害時に自宅で安全に留ま
れるためにも、自宅の耐震化、家具の固定などに取り組みましょう。
　②避難所で情報収集
　�　在宅避難をする際は、停電などにより情報収集が難しくなることがあります。近くの避難所

に定期的に行って、掲示板などで災害情報の確認などを行いましょう。

■日常備蓄（ローリングストック）について
　日常備蓄（ローリングストック）とは、普段使用している食料品や生活用
品を少し多めに購入して、備蓄することです。無くなる前に購入し、ストッ
クの古い物から使用することで、賞味期限や消費期限を過ぎることなく、備
蓄することができます。
　①食料、飲料
　�　最低で３日分、可能であれば１週間分を目安に、レトルト食品や缶詰など長期保存の可能な

食料品、ペットボトルの飲料などを用意します。また、乳幼児は粉ミルク、液体ミルクと使い
捨て哺乳瓶、高齢者はお粥など、家族構成に応じ、適したものを準備します。ご家族に食物ア
レルギーをお持ちの方がいる場合は、特に気を付けて準備しましょう。
　②衛生用品
　�　ティッシュペーパーやトイレットペーパー、ウェットティッシュ、生理用品、紙おむつなど

を用意します。感染症予防のため、せっけんやアルコール消毒液なども用意しましょう。
　③生活用品
　�　ラップ、ポリ袋（各種ゴミ袋を含む）、携帯トイレ（ポリ袋および消臭剤）、カセットコンロ

およびボンベなどをそろえましょう。水道が使えない場合は、皿にラップをかけて使用すれば
食器を洗わずに済み、携帯トイレがあれば便器に破損がない限りトイレの使用ができます。ま
た、カセットコンロがあると、停電時でもお湯が沸かせて温かい食事を取ることができ、スト
レスの軽減に繋がります。

■水の備蓄について
　水は、飲料用と調理用で、一人当たり１日３ℓが必要と言われています。ライフ
ラインが途絶えてから復旧までにかかる目安として、最低で３日分として一人当た
り９ℓを備蓄する必要があります。長期保存水は、価格が高いため、一般的なミネ
ラルウォーターを少し多めに購入して、普段使いしながらローリングストックする
ことをおすすめします。また、可能であれば１週間分の備蓄を推奨します。

問合せ　総務課総務グループ　☎ ㉒ 2511

在宅避難について知っていますか
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【ピンクバスプロジェクト】10月４日㈯～10日㈮
　10月は乳がん啓発運動月間です。今年も「ピンクバスプロジェクト」に
参加し、露天風呂をピンクに染めてお待ちしています！また、10日㈮は女
性の方がスタンプ３倍となります。

【キッズデー】10月12日㈰ 「ハロウィンビンゴ」
　ハロウィンシールを貼ってビンゴカードを完成させ、５回くじを引いてビンゴになったら景
品ゲット！ビンゴにならなくてもお菓子の詰め合わせがもらえます。入浴される小学生以下の
お子さんが対象です。
【カラダ測定会】10月15日㈬　13時30分～16時　ぬくもりセンター
　体組成測定のほか、14時から作業療法士による診断を受けられます。参加者には、ポイン
トあびら50ポイントを付与。湯の受付で測定結果表を提示すると入浴料100円引、入浴スタン
プ２倍となります。また、同会場にてスマホ相談や脳トレ、ゲームなど、誰でも楽しめるDX
体験も行っておりますので、ぜひご参加ください。
【ハッピーバスデー】
　誕生月に名簿登録を行うと、町民の方は２回（町外の方は１回）入浴が無料になります。誕
生日が確認できるもの（保険証、免許証など）をお持ちください。

　　　　　　　　　休館日　９月24日㈬、10月14日㈫、10月28日㈫
　　　　　　　　　　　　※第４火曜日が祝日のため、翌日９月24日㈬が休館日となります。

問合せ　ぬくもりの湯　☎㉕ 2968（営業時間　11時〜22時）

※各イベントの詳細は、町ホームぺージ「ぬくもりセンターからのお知らせ」をご覧くだ
　さい。右記二次元バーコードからアクセスできます。

　　　高齢者生活共同施設「はーと苑」「ぽっぽ苑」
入居者募集中！

JR 追分駅
近く！

　ひとり暮らしが不安になってきた方や料理を作るのが大変になってきた方など、ご自身の生活
でお悩みの皆さん、はーと苑やぽっぽ苑で楽しいシルバーライフを過ごしませんか。

入居要件　要介護認定を受けておらず、町内に1年以上お住まいの65歳以上の方。
　　　　　今回募集の居室は両苑ともに単身者タイプになります。
利用料金　・はーと苑　　６畳タイプ（給食付）　月額 48,500円～
　　　　　・ぽっぽ苑　　Ａタイプ（約10畳）　　給食なし　月額 28,000円～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食希望　月額 58,000円～
　　　　　　　※両苑とも前年度の所得および課税状況によって、金額が加算されます。
施設見学　�施設見学、説明、給食の試食ができます。１名からでも送迎を行いますので、気軽に

お問い合わせください。

申込先・問合せ　住民サービス課住民サービスグループ　☎ ㉕ 2411



9 広報笑顔  2025. ９

公営住宅・特公賃住宅・町営住宅　入居者募集
募集期間　10月１日㈬～15日㈬

■案内書および申込書の配布・受付（土曜日、日曜日を除く）
　申込受付期間：10月１日㈬～15日㈬　８時30分〜17時15分

■受付場所
　・建設課施設グループ（総合庁舎）
　・住民サービス課住民サービスグループ（総合支所）

■必要なもの
　�入居申込書および同意書、世帯全員の所得証明書（最新のもの）、直近で受けた給与額や今後の

収入見込みが分かるもの（最近転職などをされた場合）、世帯全員の住民票、世帯全員が市町村民
税を滞納していないことの証明書、マイナンバーカード（個人番号カード）または通知カード

■抽選日時・場所
　募集住宅に対し重複した場合は下記日程で抽選を行います。抽選場所は地区によって異なります。
　　・早来地区分　10月17日㈮　 ９時30分～　総合庁舎
　　・追分地区分　10月17日㈮　13時30分～　総合支所

■募集予定団地
　�上記申込受付期間中に町ホームページ、建設課施設グループ（総合庁舎）、住民サービス課住民

サービスグループ（総合支所）でご確認ください。

■その他
　11月１日㈯より契約、15日以内に入居可能な方に限ります。

問合せ
　建設課施設グループ　☎ ㉒ 2516

　　　　【広報笑顔（スマイル）】
　　　　発行／安平町
　　　　企画・編集／総務課情報グループ
　　　　〠 059‒1595 安平町早来大町95番地
　　　　（☎ ㉒ 2511・FAX ㉒ 2026）
安平町ホームページ
　https://www.town.abira.lg.jp
安平町フェイスブック公式ページ
　https://www.facebook.com/hokkaido.abira
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不審者や不審車両を見かけたら
警察署・最寄りの駐在または役場総務課までご連絡を！
苫小牧警察署☎0144㉟0110　　　追分駐在所☎㉕2003
安平駐在所　☎㉓2339         　　　早来駐在所☎㉒2030
遠浅駐在所　☎㉒2211         　　　役場総務課☎㉒2511

地域安全ニュース
10 月の防犯対策「地域で育む　安全・安心の輪」10 月の防犯対策「地域で育む　安全・安心の輪」

　厳しい残暑も過ぎ去り、秋風が心地よい季節となりました。
　行楽シーズンを迎え、外出する機会が増えることと思います。さて、今回は10月
の防犯対策について、胆振地方や安平町の犯罪傾向も踏まえながらご紹介します。

　最近、役場職員を名乗る「還付金詐欺」の電話が町内で急増しています。だまされないよう、
不審な電話はすぐに切りましょう。

　胆振地方全体、そして安平町においても特殊詐欺や窃盗（特に自動車関連盗難や万引き）の被害
が報告されています。

胆振地方、安平町の犯罪傾向から見る防犯のポイント

▶特殊詐欺に注意しましょう
　「電話でお金の話は詐欺」「ATMでお金が戻る話は詐欺」の合言葉を忘れずに、不審な
電話があれば、すぐに家族や警察に相談しましょう。
　高齢者を狙った手口が多いですが、全年代で注意が必要です。

▶車上荒らしや車両盗難対策の徹底をしましょう
　行楽シーズンは、観光客や帰省する方が増え、駐車場での車上荒らしや車
両盗難のリスクが高まります。
　車を離れる際は、短時間でも必ず施錠し、車内に貴重品を置かないように
しましょう。防犯アラームやハンドルロックなどの防犯グッズも有効です。

▶夜間の防犯対策を徹底しましょう
　夜間が長くなるにつれ、空き巣や忍び込みの発生が懸念されます。
　外出時や就寝時は、窓や玄関の施錠を徹底しましょう。補助錠の設置も有効です。
　また「ご近所つきあい」も立派な防犯対策です。この時期はタイヤの盗難も発生します
ので、不審者を見かけたらすぐに警察に連絡するなど、地域で防犯意識を高めましょう。

　10月は日没時間が徐々に早まり、夜間が長くなる時期です。
　それに伴い、空き巣や忍び込みといった犯罪が増加する傾向にあり、また
地域行事が多く開催される時期でもあり、人の出入りが増えるため、思わぬ
犯罪に巻き込まれる可能性も出てきます。

10月の特性と注意点

発行：安平町防犯協会

令和７年９月22日発行
令和７年度第６号
安平町防犯協会


